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昨年、Pascoが初めて発行したＣＳＲ報告書2007年版では、

Pascoのめざすもの「チャレンジ、夢」を中心に報告いたしました。

このたび発行するＣＳＲ報告書2008年版は、「チャレンジ、夢」の実現に向けて、

Pascoグループがより一層取り組みを進める決意のもと、私たちがどのように考え、

行動していくのかをまとめました。

この報告書は、お客さまにご参加いただいたステークホルダー※ダイアログ（意見交換会）を通じて

対話を行いながら、掲載内容を検討し、作成しております。

また、本年より主要なグループ企業12社の取り組みも含めて掲載しました。

この報告書を、多くのみなさまにご覧いただき、Pａｓｃｏをご理解いただければ幸いです。

今後も、みなさまからのご意見を真摯に伺いながら、事業活動に反映させていきたいと考えております。

対象期間
2007年9月1日～2008年8月31日の実績を中心に掲載しています。
一部にこの期間前後の取り組み内容を含みます。

対象範囲
敷島製パン株式会社（Pasco）および連結子会社・持分法適用会社のうち主要な12社（グループ企業）を対象とし、
これらを合わせ「Pascoグループ」と表記しています。
なお、グループ全体の情報として十分に把握できていないものは、対象組織を明示しています。

参照ガイドライン
GRI「サステナビリティ レポーティング・ガイドライン2006」

発　　行
発　　行　　日　：　2008年11月
前　　回　　発　　行　：　2007年11月
次回発行予定　：　2009年11月

Webアドレス
http://www.pasconet.co.jp/company/csr/index.html
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会社概要・グループ企業の事業概要

トップコミットメント

Pasco CSR ビジョン

【チャレンジ＆夢に向けて】

ファイナル・バリュー

トータル・プロセス

特集 「超熟 」10周年

ステークホルダーダイアログ（意見交換会）

【社会・環境報告】

マネジメント

安全・品質への取り組み

お客さまとともに

地域社会とともに

従業員とともに

地球環境のために

グループ企業のCSRの取り組み

GRI ガイドライン対比表

第三者評価・あとがきにかえて

関連情報・詳細情報をホームページでご覧いただけます。

ホームページマーク

※ステークホルダーとは
企業を取り巻く利害関係者のこと。具体的には、お客さま、お取引先さま、
協力企業さま、株主、従業員、地域社会、行政機関などを指します。

●CSRとは
“Corporate Social Responsibility”の略で、
企業の社会的責任と訳されています。
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名　　　称／

本社所在地／

事 業 内 容／

創　　　業／

資　本　金／

売　上　高／

敷島製パン株式会社
〒 461-8721 名古屋市東区白壁五丁目3番地
パン、 和洋菓子の製造、 販売
1920年6月（大正9年6月）
18億円
1,578億円

従 業 員 数／

工　場 数／

事 業 所 数／

販売店舗数／

取 引 銀 行／

3,865名
国内に14工場（子会社4工場含む）
国内41事業所
51,300店
（株）みずほ銀行、 （株）三菱東京ＵＦＪ銀行
※各数値は2008年8月末現在あるいは2008年8月期

グループ企業の事業概要

株式会社 イレブンフーズ
〒708-0843 岡山県津山市国分寺205番地
パン・菓子類の製造　 創　　業／1968年12月
67百万円　　売 上 高／842百万円　 従業員数／35名

名　　称／株株
本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

株式会社 四国シキシマパン
〒791-2141 愛媛県伊予郡砥部町岩谷口110番地
パン・菓子類の製造・販売       　　 　　　　 創　　業／1980年4月
100百万円　 売 上 高／6,136百万円　　従業員数／224名

名　　称／株株
本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

株式会社 信州シキシマ
〒399-0033 長野県松本市大字笹賀5670-2
パン・菓子類の製造　 創　　業／1984年10月
100百万円　 売 上 高／3,766百万円　 従業員数／136名

名　　称／株株
本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

株式会社 ジャパンフレッシュ
〒456-0032 名古屋市熱田区三本松町18番43号
お弁当・サンドイッチ類の製造・販売 　 創　　業／1978年2月
100百万円　　売 上 高／15,605百万円　　従業員数／173名

名　　称／株株
本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

株式会社 レアールパスコベーカリーズ
〒461-8577 名古屋市東区白壁五丁目3番地
パン・菓子類の製造・販売       　　　　　　 創　　業／1986年7月
100百万円　 売 上 高／11,966百万円　 従業員数／689名

名　　称／株株
本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

第一食品 株式会社
〒931-8332 富山市森788番地
パン・菓子類の製造　　　 創　　業／1949年12月
100百万円　 売 上 高／2,407百万円　　従業員数／99名

名　　称／

本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

会社概要
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海 外 事 業

Pascoは1980年（昭和55年）に米国に進出。
1996年（平成8年）には、オレゴン州ポート
ランド市に、日本の製パン会社として初めての
大規模冷凍生地工場を建設し、米国内のみな
らず日本向けの輸出ビジネスを展開しています。
香港においては、1983年（昭和58年）から
Panashブランドでインストアベーカリーを出
店。1989年に香港嘉頓有限公司を現地パー
トナーとして加えました。
台湾においては現地企業・大成長城集団との
合弁により、Gino Pascoブランドで、インス
トアベーカリーを展開しています。
韓国においては、ロッテグループとの合弁会
社・Lotte Boulangerie Co., Ltd.が製パン
工場を設立、ホールセール事業とインストア
ベーカリー事業を展開しています。
また、インドネシアにおいては現地企業との合
弁によりPT. Nippon Indosari Corpindoを
設立、製パン工場を設立し、Sari Rotiブラン
ドでホールセール事業を展開しています。
これら合弁企業に対しては、Pascoの製パン
技術や品質管理手法の指導を通じ技術導入を
行っています。
そして、2008年（平成20年）には中国大手
食品グループである頂新国際集団傘下の味全
食品工業股份有限公司と合弁で、上海に中国
で初となる大規模な製パン工場建設を計画。
Pascoの高い製造技術や品質管理のノウハウ
を活かし、食の欧米化の進む中国国内でシェ
アNo.1を目指します。
「世界に羽ばたくPasco超熟」をスローガンに、
Pascoブランドを世界に広めるべく活動して
います。

冷 食 事 業

製パン部門
1920年（大正9年）の創業以来、製パン部門

は一貫して事業の中心であり続けてきました。

長い伝統に培われた技術力と、常に新しい価

値づくりを指向するチャレンジ精神は、数々の

ロングセラー商品を生み、食事用パン市場で

「超熟」シリーズがNo.1のシェアを獲得するな

ど、トップメーカーの自負と誇りをもって事業

を展開しています。

製菓部門
Pascoの菓子製造の歴史は、創業まもない

1922年（大 正11年）にさか の ぼります。

1929年（昭和4年）には和菓子分野へも進出

し、幅ひろいニーズに柔軟にお応えすること

ができる製造体制を確立しました。上質の餡と

皮が独特の風味を醸し出す「なごやん」は、名

古屋を代表する銘菓として親しまれています。

パンや洋菓子の焼きたての味わいを、いつで

もお楽しみいただけるよう、Pascoでは早く

から冷凍生地による「ベーカリーシステム」の

開発に注力してきました。冷凍生地の生産拠

点としては、1988年（昭和63年）に国内初

の冷凍生地工場を神戸に、1996年（平成8

年）には米国オレゴン州ポートランド市に冷凍

生地工場を稼動させています。これらの工場

で生産される高品質な冷凍生地は、全国各地

のベーカリーショップや、食品産業界全般へ

ひろく供給されています。また、2007年（平

成19年）から冷凍生地のインターネット通信販

売を開始。業務用と一般家庭用冷凍生地の

通信販売サイトを展開し、少量多品種の取引

にも柔軟に対応しています。

製パン・製菓事業

パスコ・ロジスティクス 株式会社
〒243-0432 神奈川県海老名市中央二丁目5番28号 宝来ビル3階
パン・菓子類の輸送・配送　　　 創　　業／1998年3月
80百万円　　売 上 高／3,886百万円　　従業員数／242名

名　　称／

本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

愛知ミタカ運輸 株式会社
〒453-0015 名古屋市中村区椿町16番8号 ノノガワ名駅ビル7階
パン・菓子類の輸送・配送       　　   　　 創　　業／1966年4月
88百万円　 売 上 高／5,556百万円　 従業員数／165名

名　　称／

本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

株式会社 クチーナ
〒261-0002 千葉市美浜区新港14番
お弁当・サンドイッチ類の製造・販売 創　　業／1995年6月
100百万円　 売 上 高／3,482百万円　　従業員数／27名

名　　称／株株
本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

株式会社 パスコ・エクスプレス
〒484-0888 愛知県犬山市大字羽黒新田字不二見坂1-5
パン・菓子類の輸送・配送　　　 創　　業／2007年9月
80百万円　　売 上 高／2,317百万円　 従業員数／216名

名　　称／株株
本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

Pasco Corporation of America
6500 N.Marine Dr., Portland, OR 97203 U.S.A
米国での冷凍生地の製造・販売 　 創　　業／1979年12月
22,650千米ドル　　売 上 高／13,817千米ドル　　従業員数／51名

名　　称／

本社所在地／
事業内容／
資 本 金／

Panash Limited
Room 1615 Hanglung Centre，2-20 Paterson Street，Causeway Bay，Hong Kong
香港でのベーカリー経営　　　 創　　業／1983年7月
12,800千香港ドル　 売 上 高／89,210千香港ドル　　従業員数／177名

名　　称／

本社所在地／
事業内容／
資 本 金／
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トータル・プロセス 事業の効率性向上の取り組み

包装材への取り組み等 今後の課題

1.素材改良による薄肉化

2.包装材廃棄量の削減

3.リサイクル化

4.環境問題対策

・包装材の薄肉化
・LL、なごやん包材の品質を維持した状態での厚みの適正化

・パッケージサイズの見直し（トレー含む）
・食パン袋のサイズ変更（高さを短くする）

・包装材のプラスチック芯巻化採用

・生分解性プラスチックトレーの採用
・原材料納入時の段ボールレス化（通い箱への変更）

ロス・ムダの削減に妥協しない姿勢は、
大地から恵みを受けている企業としての使命。

小麦や酵母、水、その他さまざまな自然の恵みから、パ

ンは生まれます。Pascoは自然の恩恵を活かした商品

づくりを行う企業として、地球環境に常に目を向けながら、

あらゆるロス・ムダを省く努力を行い、資源・エネルギ

ーの節約や廃棄物削減に取り組む必要があると考えてい

ます。そのうえで、お客さまによりよい商品をお届けす

るためにコスト削減の努力も欠かせません。

また、保存料無添加で長期保存が可能な「ロングライフ

ブレッド」（LL）シリーズは、酸化が品質劣化の原因とな

るため、パッケージに酸素透過性の低い素材を厳選して

使用しています。このように包装材メーカーの協力を得

ながら試作や検討を重ね、薄さと機能性を兼ね備えたパ

ッケージに変更しています。

Pascoではこのほかに、お客さまに見えない部分での

ロス・ムダ削減にも取り組んでいます。たとえば、従来

段ボール形態であった原材料（油脂・フィリング等）を何

度もリユースができる専用のコンテナに変更し、使い捨

て段ボールの廃棄量削減を行いました。これは開封時

間の削減にも大きな効果があり、コスト削減の一助とな

っています。

また、新しい調達物流方法の確立にも取り組んでいます。

複数のお取引先さまからの原材料の配送は、従来それ

ぞれ単独の配送便で行っていましたが、CO2削減と物

流コスト削減の観点から、これらをまとめてPascoに配

送する方法を、お取引先さまと検討しています。今後も

協力企業さまとともに、あらゆる方向からロス・ムダ・

コストの削減に取り組んでいきます。

伊納 明男

調達部
原料調達グループ

 い のう  あき お
VOICE

新しい包装材料が商品の品質を守るものであるか、またその仕入れ価格が
適正か日々チェックしています。最近の原油高騰による原材料の大幅な値
上げ要請への対応に苦心しますが、コスト低減につながる交渉ができたと
きはやりがいを感じます。今後は、穀物由来の乳酸やでんぷんを原料と
した包装材等を導入することで、環境にやさしく、より安全・安心な商品
を送り出していきます。

ロス、ムダ、コスト削減はもちろん、
さらなる安全・安心を追求します
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お客さまからのお問合せ・調査の際の順序

原材料1

小麦など

卵など

油など

原材料の配合情報 最終商品

原材料2

原材料3

原料規格
保証書

原料
規格
保証書

原料
規格
保証書

紙

原料
規格
保証書

小麦粉
油
卵
△△
□□

50％
20％
10％
△％
□％

原材料会社 1

原材料会社 2

原材料会社 3

原材料の詳細情報が紙
ベースのため、記載内容
を簡単に参照できず、1枚
1枚手で調べる必要がある。

●原材料の詳細情報が電子データで
あるため、一度に大量の検索が可
能となり、回答が迅速化した。

●「原材料に○○を使っている商品は
どれか？」といった、原材料情報から
商品への検索も可能となった。

○○パンに使っている
油の中には、豚由来の
ものを使っていますか？

過去
現在

●直接外部と折衝する部門での、
情報活用を可能にする体制づくり。

●電子化されていないデータの早期
電子化。

課題

原材料情報の開示を、すばやく正確に。
安心と信頼を得るためには、スピードが不可欠。

安全・安心な商品づくりは、安全で安心できる原材料

を使用することから始まります。野菜や果物といった農

産物は原産地や農法等を比較的把握しやすいですが、

これに対しパンに使われる原材料のほとんどが加工食品

です。通常加工食品はその製造過程でさまざまな原材

料を使用し、さらにその原材料自体にも加工食品が使用

されているため、もともとの農産物の段階まで把握する

ことは困難です。Pascoでは、信頼できるお取引先さ

まから、原材料の衛生検査情報や製造工程等が記され

た「原料規格保証書」の提出を受け、必要に応じて調達

部がお取引先さまの工場へ立ち入り検査を行っています。

現在、この原料規格保証書の電子化・Web登録を進め

ています。Pascoブランドの商品を製造する工場は、

自社工場のほか約30社の協力企業さまがあります。こ

れらすべての工場で、使用する原材料の原料規格保証

書を電子化。お客さまや販売店さまから寄せられるお問

合せに対して、スピーディに検索を行い、情報提供を行

える体制ができつつあります。各工場で製造される商品

は100～ 200アイテムにのぼり、使用する原材料は

1000種類を超えるため、電子化・Web登録には非常

に大きな労力を要します。しかし、お取引先さまやお客

さまの求める情報を分かりやすい形に整理し、求められ

たときにすばやく提供できることは、安心と信頼につな

がるきわめて重要なことです。Pascoでは、電子化・

WEB登録を重要課題と位置づけ、実現に向けて協力企

業さまの理解を得ながら進めています。

今後もPascoでは、お客さまとのコミュニケーションを

いっそう密にし、お客さまの声に応える形で情報提供を

続けていく考えです。原材料表示一つにしても、分かり

やすいだけでなく、プラスαの安全・安心を提供できる
ような方法を模索していきます。お客さまの安心と信頼

のため、すべての疑問に対し可能な限りスピーディに答

えられること。それがPascoの原材料開示のめざす姿

です。

森實 優子

品質保証部
表示管理グループ

もりざね  ゆう こ
VOICE

商品パッケージの説明文や原材料表示の内容について、法律や社内基準
と照らし合わせ、適切かどうかを確認しています。また使用する原材料に
ついて規格の確認やお取引先さまに開示する商品の仕様書を作成してい
ます。関係部所と連携し、商品の魅力を正確にお伝えできる表示、生活
者視点でわかりやすい表示を作成するように心がけています。

生活者視点で、わかりやすい表示を心がけています

16チャレンジ＆夢に向けて／トータル・プロセス



Pascoグループ

Pasco

Pascoに設置
会計専用
サーバ仕訳
データベース

Pasco 経理部他

PC

データ抽出

各部門へデータ提供

仕訳入力

子会社もPascoグループ共有のサーバにデータベースを作成して、親会社と同様に
仕訳入力、月次決算などの会計処理、データ抽出して資料作成、データ提供を行う。

子会社 子会社

子会社

子会社

子会社

分析資料

帳票閲覧

月次決算
帳票

経理情報活用イメージ

Pascoの将来展開のカギを握るのは、
情報という経営資源の活用。

世界中どこでも、インターネットで情報を瞬時に共有で

きる時代。企業活動においても、情報という経営資源を

スピーディに活用できるか否かが、将来の展開を大きく

左右します。Pascoでは、情報の活用に向けた投資を

行い、インフラ整備を進めています。

経理部では、従来ホストコンピュータで行っていた会計

処理を、独立したサーバでの処理に移行しています。日々

絶え間なく入る注文データの処理等、多くの仕事をこな

すホストコンピュータでの月次決算処理・必要データの

取り出し等は、どうしても時間がかかっていました。一

方で、経理部には各部所からさまざまなデータの要望が

多く寄せられます。この問題を解消すべく、情報をデー

タベース化してスピーディに取り出せるようにするため、

会計ソフトと専用サーバの導入を図りました。各部所が

求める情報を、使いやすい形で取り出し加工ができる環

境も用意しました。すでにPascoのシステムに関して

は移行を完了し、2008年7月に子会社への展開も完

了しました。将来的には非会計データ（時間・数量など）

も取り込んだデータベースを提供し、各部所で自由にデ

ータを取り出して作表・分析に利用してもらい、現状分

析から問題点の把握、そして次の一手に役立つシステ

ムにしたいと考えています。

また、マーケティング部では、3年前に営業施策に反映

させるための「販促データベース」を整備。週ごとに、

暦や旬の食材、メニュー・レシピを紹介する「販促カレ

ンダー」をはじめ、商談用の企画書、商品ごとの特徴や

開発背景を解説した「セールスシート」、リンク集等を取

りそろえ、営業スタッフに素材集めの場を提供しています。

個々の営業スタッフがこれらを使って実際に作成した企

画書もアップロードし、事例として共有しています。今

後はモバイルPC等を携帯し、営業の現場ですぐに情報

を取り出せるようにするなど、さらに効果的なデータベ

ースのあり方を追求していくことが課題。単にパンとい

う「モノを売る」のでなく、新しい生活提案という「コト売

り」ができる企業をめざし、強い営業となるために有効

な素材の提供を行っていきます。

杉本 拓三

経理部
経理グループ

すぎもと　たく み
VOICE

経理には日々さまざまな情報が届きますが、個々の情報を組み合わせてよ
り有効的な情報を作成し、関係部所に迅速に提供できることにやりがいを
感じています。また、一つひとつの業務を着実に進め、決算を無事終えた
ときは充実感で満たされます。今後はゴーイングコンサーンの原則どおり、
将来を見通せる経営情報を提供したい。また、会計システムを、他部所
からもより使いやすいものに改良していきたいと思います。

将来が見える経営情報の提供をめざして
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インターネット

ウイルスチェック

メールアーカイブ

社内ネットワーク

プリント
履歴管理

操作ログの収集 アクセス権
管理検疫ネットワーク

コンテンツフィルタ

Eメール Web

社内
データ
ベース

プリンタ

システムブロック図

ワイヤーロック

指紋による
個人認証

廃棄時のデータ
完全消去

保存データ
の暗号化

内蔵ウイルス
対策ソフト

ユーザ権限の限定

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
管
理

パ
ソ
コ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
管
理

パ
ソ
コ
ン
資
産
管
理

情報を大切にする会社の基本として、
情報セキュリティをしっかりと。

情報という経営資源をフルに活用し、事業活動を円滑に

行うためには、必要な情報がスピーディに入手できるこ

とはもちろんですが、外部に漏洩することなく安心して

利用するための情報セキュリティの確立が不可欠です。

Pascoでは、お客さまをはじめとする個人情報の保護と、

知的財産等の情報資産保護に会社の総力をあげて取り

組んでいます。

社内で使用するパソコンについては、第三者による操作

を防止すべく指紋認証装置を導入する一方、重要デー

タの暗号化や操作記録・メール履歴の収集といった対

策に加えて、個人所有等会社から認められていないパソ

コンをネットワークに接続しても物理的に通信を遮断する

等の機能を採用しています。このように最新のセキュリ

ティ対策を導入してきたPascoですが、ITの世界は技

術革新が速く、終わりがありません。今後もその時々に

最良なシステムを追求していくとともに、従業員一人ひ

とりのセキュリティ意識を高めるための活動を実施して

いきます。

情報セキュリティという面で、もう一つ忘れてはならない

のが、人の出入り。本社および各工場の製品開発部門

では、すでに静脈認証を採用した入室管理システムを

導入し、機密情報の漏洩を防いでいます。そして現在

取り組んでいるのが、工場の入退室管理の強化。IC

カードを用いた入退室管理システムで、不審者の入室

や情報の持ち出しをより確実に防ぐ一方、プリンタ、

複写機などのOA機器や、ロッカーなどのオフィス什

器にも連動したセキュリティシステムとし、安全・安心・

快適な職場空間の実現をめざしています。

高田 隆郎

IT推進部
IT情報グループ

たか だ　たか お
VOICE

各種業務システムの開発・メンテナンス、ネットワークやセキュリティシス
テムの導入・運用・管理といった業務を行っています。新たなシステムを
開発・導入する際や突発的に発生するトラブルを解決するのは苦労します
が、利用者から感謝の言葉をかけられると、とてもうれしく思います。これ
からも安全かつ快適に利用できるシステムや環境を提供できるように改善
を図っていきます。

安全・安心で、快適に利用できるIT環境をめざして
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小麦本来の自然なおいしさを追求し、シンプルにパンづくりの基本

を守ってきた超熟は、Pascoを代表するブランドです。「ファイナル・

バリュー」と「トータル・プロセス」の取り組みを毎日きちんとつづけ

た結果、発売以来ベストセラーを続け、いくつかの進化を遂げな

がら、2008年、10周年を迎えることができました。理想の食パン

づくりをめざす想いと、緻密な味の設計、研究開発力が結晶する

超熟を通じて、明日へつづくPascoのイノベーションを紹介します。

　  つづく、ひろがる。
Pascoの「基本」がぎっしり詰まった
超熟は、10周年。

特
集
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１．おいしさへのこだわり

こだわったのは、毎日食べても飽きない、
炊きたてのご飯のようなおいしさ。

２．超熟 開発物語

1998年に発売した「超熟」。10周年を迎えた今、日本の食卓に欠かせない存在になりました。

日本人の好みにマッチした、もっちり、しっとりした食感は、原材料である小麦粉の一部を

湯でこねるという「湯種製法」をもとに独自に開発した「超熟製法」によるもの。さらに小麦

本来の自然なおいしさ「こむぎあじ」を追求するため、原材料や工場設備を見直し、新技術

を取り入れながら「乳化剤、イーストフード」をなくすことを実現しました。毎日食べても飽

きない、炊きたてのご飯のようなおいしさが揺るがぬ人気の理由です。

1998年、「湯種」を使った
新しい食感のパン「超熟」が誕生。
今から10年前、どのメーカーの食パン
も大きな特徴がなかった当時、日本人の
味覚に合う「もっちりとした食感」を生み
出すため、『量産化が困難とされた湯種
製法』にPascoが挑戦し、「超熟」を創り
出しました。
また、食パンは｢毎日食べてもらいたい
もの」、そこで、足し算ではなく、引き算
でレシピを考え、原材料は極力シンプル
に。
その結果、製法、レシピがまったく異なり、
温度やこねる時間などの管理が大変でし
たが、半年以上かけて量産化に成功、
発売から2年足らずの間に、国内の食パ
ンで売上トップの座を獲得したのです。

1999年、「超熟ロール」の発売で、
ますます食卓に浸透。
1999年9月、「超熟」の製法を活かしたホ
ットドッグ型の「超熟ロール」を発売し、
2002年10月にはロールパンで売上トップ
に。生活者のみなさまの食卓から、「超熟」
はますます切り離せないものとなりました。

「超熟販促コンテスト」の実施が、
Pascoの大きな転機に。
2001年7月、「超熟」はすでに売上トップ
の座にありましたが、さらなる販売拡大を
目指して「超熟販促コンテスト」を開催しま
した。各エリアの営業部がディスプレイや
POP、旬の食材を使ったパンレシピなどを
販売店さまに提案し、その内容と成果を競
い合うものです。このコンテストの実施に
より、社内に営業ノウハウが集積されると
ともに、Pascoがパンという「モノ売り」から、
食の楽しみという「コト売り」をする企業へ
と進化を果たすことにもなりました。

イーストフード・乳化剤不使用で、
「超熟」はよりシンプルに。
健康志向や食の安全への関心が高まる
中、2006年10月にはイーストフードを、
2007年2月には原材料から乳化剤・ビ
タミンCを不使用に。原材料は、小麦、砂糖、
マーガリン、パン酵母、食塩、バター、
米粉と、家庭で普通に手に入るものばかり。
余計なものを入れず、さらにシンプルで
おいしく安全・安心な「超熟」になりました。

多彩な食の楽しみを提供するために、
ひろがる「超熟」シリーズ。
「超熟」はシリーズのバリエーションも広げ
ています。2008年10月には「超熟イング
リッシュマフィン」を発売。日本の主食として、
ずっと飽きない味であるために、より多彩に、
よりおいしく。この先も「超熟」の進化は続
きます。

1998年
 （平成10年）

1999年
 （平成11年）

2001年
 （平成13年）

2006年
 （平成18年）

2008年
 （平成20年）

小麦粉を熱湯でα化し、低温で長時
間じっくり熟成させて焼き上げる
Pasco独自の製法。パンの製造に
際し、独自技術で量産化に成功した
この製法は、特許製法（特許第
3167692号）として登録しています。

超熟 製法とは

開発からヒット、そして進化。 「超熟 」10年ヒストリー。

超熟 10周年特
集
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3． 「超熟 」が食卓に届くまで

おいしくて、安全・安心。
その基本を、毎日守りつづけています。
Pascoは、厳選した原材料を仕入れて、品質・衛生面を徹底的に管理した工場で

商品を製造し、細心の注意を払って販売店さま、そしてお客さまの食卓にお届けして

います。この一連の流れの中には、「ファイナル・バリュー」と「トータル・プロセス」の

2つのベクトルに沿ったさまざまな取り組みが集約されています。

「超熟」のヒットによる生産量増加に伴い、工場設備にも改良を加え、油脂を機械で自動的にミキサーに投

入できるようにしました。また包装の際、パッケージ表示と中身が食い違わないよう、チェックするための機

械や仕分け時のチェック用の機械も独自に開発し、導入しています。

工場での品質チェック以外に、毎月2回、

製品開発部が全国の工場から商品を集め、

品質検査を行っています。食パンのスラ

イスの状態や味わいなど、何項目にもわ

たる厳重なチェックを行います。

「超熟」を製造する各工場の商品を集め、年1回「超熟

コンテスト」を実施。それぞれが競い合い、品質のレベ

ルアップにつなげています。

自動化で生産量増加に対応しています

厳しい品質検査をしています 「超熟コンテスト」を実施しています

年2回「超熟品質向上会議」を実施。お客さま相談室に

寄せられるご意見も反映し、さらなる品質向上に取り組

んでいます。

「超熟品質向上会議」を実施しています

超熟シリーズは、全国どこでも同じレシピ・製法で製造されるよう、より厳格な「技術標準書」をもとに

製造しています。工程の条件や機械の設定など、より細かい製造基準となっています。

「超熟」は、日持ち向上剤を使用していません。Pascoでは、冷却・包装工程の工場の空気をフィルタ

で徹底的に濾過し、カビの胞子が製品に付着するのを防止。「超熟」以外の商品も、同じ環境で冷却・

包装し、衛生管理面でも細心の注意を払っています。

イーストフードや乳化剤を使わずにパンを製造すると、生地が機械による損傷を受けやすくなります。そ

こで設備を改良し、生地へのダメージを防いでいます。また、「超熟」では乳化剤不使用の離型油を使うため、

乳化剤を使用したものに比べて型から抜けにくく、不良が出やすくなりますが、型の洗浄頻度を増やすな

どの工夫で対応しています。

「技術標準書」で工程を細かく規定しています

食品の大敵であるカビを防止しています

生地特性に合わせて機械・工程を改良しています

たとえば小麦粉は、タンパク質

の量や商品になったときの吸水

量など、品質を細かく指定し仕

入れています。また、年間を通

し同じ味を実現するため、夏と

冬とで油脂の融点の設定を変更

しています。

安定した品質の「超熟」を、お客

さまにお届けするため、原材料

は2社調達※を行っています。

※2社調達とは…原材料が想定外

の事態により仕入れることができな

くなるリスクに備え、2社の原材料

メーカーから同品質の原材料を調達

する仕組み。

原材料を厳選しています

2社調達しています

原材料調達 工場での製造

21 特集「超熟」10周年



食品衛生マニュアルに基づいて、トラック

の庫内温度は基本的に20～ 25℃で温度

管理を行い、商品輸送を行っています。車

から店舗まで商品を運ぶ際は、降雨時には

カバーをかけ、大切に運びます。

トラックの庫内は、衛生管理を徹底。夏場

は月1回、冬は6カ月間に2回燻蒸（くん

じょう）作業を行っています。

商品を入れて店舗に運ぶためのパン箱は、

回収後、まず洗浄。清潔な状態で製造ラ

インに運ばれ、新鮮なパンが入れられます。

定温輸送を基本としています

トラックの衛生管理を徹底しています

売れ残りによる廃棄物を減らすため、

店舗からの注文単位を3～5個と

いう少量でも可能にしています。

2001年3月より、パッケージのガ

ゼット（折り込み部分）をなくし、船

底タイプに変更。資源使用量を低

減しました。従来、折り込まれて

いた部分は、包装材メーカーの工

場で切り落とされ、プラスチック原

料としてリサイクルされています。

廃棄物低減に努めています パッケージの省資源化を図りました

パン箱を清潔な状態に保っています

消費期限はパッケージの留め具に表記されていましたが、

2001年3月よりパッケージ側面に変更し見やすくしてい

ます。また、原材料や栄養成分、アレルギー表示など、

お客さまに必要な情報も提供しています。さらに、お客さ

まの声にお応えして、2008年秋から、小さな文字でも

読みやすい書体（ユニバーサルデザイン）、アレルギー表

示を別枠に表示するなど、よりわかりやすくする取り組み

を順次進めていきます。

10周年を迎えた2008

年2月、イーストフード・

乳化剤不使用で新しく

なった「超熟」を味わっ

ていただくため「100万

人試食キャンペーン」を

実施しました。

パッケージ表示を改良しました 「100万人試食キャンペーン」を実施しました

販　売

消　費

アレルギーの別枠表示例

配   送

ガゼットの変更前 ガゼットの変更後

現行の表示例

新しい表示例

パン箱洗浄ライン
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盛田 淳夫
家田 　茂
デイヴィス・スコット
高木 義人
川合 　忠
秋田 雅邦
余吾 勝彦

倉地 史雄

Pascoでは2008年8月、お客さまにご参加いただき、Pascoに対する

率直なご意見を聞かせていただく意見交換会を開催しました。当日は、まず

刈谷工場（愛知県）の製造ラインを見学していただき、パンのできる工程をご

説明しました。そのうえで、PascoのさまざまなCSRへの取り組みのプレゼ

ンテーションを行い、ご感想・ご提案や、日ごろ抱いているPascoへの想いなど、

貴重なご意見をうかがうことができました。

お客さまとPascoを結ぶ、
初の意見交換会を開催。

開催日
場　所
参加者

① 事前アンケート…意見交換会をより有意義なものとするため、PascoのCSRに対するご意見・ご要望、その他聞いてみたいことを、
　　　　　　　　　事前にアンケートにて回答いただきました。
② 工 場 見 学…意見交換会当日、刈谷工場内を見学。パンがつくられる環境や工程を実際に見ていただきました。
③ 意 見 交 換 会…事前アンケートでお客さまの関心の高かった「安心・安全な商品づくり」「改善の取り組み」「積極的な情報開示
　　　　　　　　　とお客さまサポート」「食育活動」について、Pascoの担当者よりプレゼンテーションを行いました。その後、
　　　　　　　　　パスコ・サポーターズ・クラブ会員のみなさまと当社出席者との間で、活発な意見交換を行いました。

2008年8月21日（木）
敷島製パン株式会社　刈谷工場（愛知県）
パスコ・サポーターズ・クラブ会員
（約1,000人の会員の中から募集し、ご応募の中から抽選させていただいた10名さま）

敷島製パン株式会社　代表取締役社長
　　　　　　　　　　取締役総務本部長
　　　　　　　　　　顧問
　　　　　　　　　　刈谷工場長
　　　　　　　　　　中部営業二部長
　　　　　　　　　　中部CS部長
　　　　　　　　　　CSR事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （役職は当時のもの）

 ファシリテーター　　   アオイ環境株式会社

●パスコ・サポーターズ・クラブとは…P38参照

開催概要

実施内容
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「幸せの実感」にお客さまの関心が集中。

第1回となる今回の意見交換会には、パスコ・サポータ

ーズ・クラブ会員のみなさま10名にお集まりいただきま

した。「パンが大好き」という方や、「子どもの健康が気に

なる」「食育に興味がある」という方など、興味・関心も

年齢層もさまざまな方たちです。

事前のアンケートの結果をふまえ、具体的な情報提供を

行いながら、参加者のみなさまの疑問にお答えし、ご意見

をうかがいました。なごやかな雰囲気の中、積極的に発言

いただき、さまざまなご質問やご提案が飛び交いました。

「家族の健康」を守るため、食の安全、
そして原材料や成分表示に関心を持つ方が多数。

連日のように食品の安全性に係わる問題が報道される中、

お客さまからは、「Pascoには、これからも信頼してパン

が買えるよう、がんばってほしい」とご要望をいただきまし

た。Pasco担当者からは、Pascoは、“安全な商品の提供” 

こそが“食品メーカーの果たすべき役割”とする、食品安

全方針を掲げ、全社でISO22000（世界共通の食品安

全マネジメントシステム）に取り組んでいることをご説明し、

引き続きの信頼、ご愛顧をお願いしました。

また、「家族の健康」というテーマで関心が高かったのが、

安全な原材料の使用や添加物の低減、原材料のトレー

サビリティ、パッケージのアレルギー表示・栄養成分表

示に関するご要望でした。Pasco担当者からは、臭素

酸カリウムの不使用やトランス脂肪酸の低減に取り組ん

でいることや、原材料表示にはアレルギー物質を含む食

品のうち、義務品目の7品目のみでなく、推奨品目まで

含めた特定原材料全25品目を記載していること、栄養

成分については、ほとんどの商品のパッケージとホーム

ページ上で情報を提供していることをお知らせしました。

「食生活の楽しみ」を生み出す商品や販売
方法に、多くのご意見・ご要望が。

「食生活の楽しみ」のテーマについては、お客さまの関

心の高かった「食育」について、「子どもたちのココロとカ

ラダの成長は家族一緒の食卓から」のスローガンに基づ

き、「おいしく、楽しい、朝ごはんを応援！」という方針で、

店頭でのメニュー提案やパンメニュー教室の開催、お取

引先さまと共同で企画した工場見学などを実施している

ことをお伝えしました。

このテーマについては、お客さまからの意見も活発に出

されました。たとえば購入のしやすさについて、「Pasco

の新商品を確実に購入するため、販売されている店舗

を知りたい」「買い逃すことのないよう生産終了時期を知

りたい」といったご意見や、「試食販売を積極的に行って

ほしい」といった声が聞かれました。また、Pascoでは

毎月30～ 50種類の新商品を発売していますが、スー

パーなどの店頭に並ぶアイテムは1割程度です。そこで

「新商品を詰め合わせた通信販売を行ってはどうか」と

いったご提案もいただきました。また、商品のバリエー

ションについて、「低カロリーのパンや惣菜パンの種類

がもっとあるといい」といった声も聞かれました。
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「幸せの実感」のために大切なのは、
おいしさと、品質・価格のバランス。

「幸せの実感」というテーマに関しては、おいしさや、品

質と価格のバランスについてのご意見が出されました。

たとえば「現状発売されている低カロリーのパンでは、

味に満足できない」といったご意見です。Pascoでは長

年、この課題に取り組んでいますが、健康志向を追求し

て食物繊維を多く入れた場合、おいしさを保つ工夫が必

要になります。「機能と味」を両立させることの難しさをお

伝えするとともに、カロリーをおさえたパンづくりを行う

など、お客さまに受け入れられる商品づくりに取り組ん

でいることをお伝えしました。また、「子どもの常備食と

して最適な、毎日食べても飽きない、甘くないパンがほ

しい」「超熟スティックを復活してほしい」といった声もあ

りました。

特に印象的だったことは、「消費者にとって、パンは安価

であるに越したことはないが、Pascoのさまざまな取り

組みを知ると、理由なく安いパンは買いたくない」という

お客さまのご意見です。品質と価格のバランスの取れ

た商品づくりの重要性をあらためて認識するとともに、

おいしさと安全・安心を追求するPascoのパンづくり

の姿勢は、必ずお客さまに受け入れられると実感しました。

お客さまからの貴重なご意見の数々を、
今後のCSR活動に反映。

今回の意見交換会では、Pasco商品に強い思い入れを

お持ちのお客さまから、たくさんの貴重なご意見をいた

だき、たいへん有意義な意見交換会となりました。また、

Pascoの取り組みに共感されたお客さまからは、

「Pascoの安全・安心な商品づくりや環境への取り組み

を、もっと消費者にアピールすべきでは」との声もいた

だきました。

私たちは、数々のご意見を一つひとつ真摯に受け止め、

できる限り今後のCSR活動に反映していきます。これ

からも、継続的に今回のような意見交換の機会を持ち、

企業の論理や、つくり手側の自己満足に陥ることなく、

真にお客さまに喜ばれる商品づくりや社会に貢献できる

企業活動に取り組んでいきたいと考えています。
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意見交換会では「家族の健康」「食生活の楽しみ」「幸せの実感」「信頼」といったテーマを中心に、

それぞれの課題について意見交換しました。

このCSR 報告書は、意見交換会を通じてみなさまからいただいた声をヒントに、Pasco の CSR 活動を説明しています。

意見交換会を通じたみなさまからの声をもとに、
この報告書を作成しました。

家族の健康
「自分自身はもちろん、子どもや家族の健康を守る
ために、安全なパンを食べたい」

「どのような原材料が使われているかがわかった
うえで、商品を選びたい」

「自分のライフスタイルや嗜好に合った、おいしい
パンをいつも食べられるとよい」

「理由なく安いパンはいらない、家族の健康を守り、
楽しい食生活を送れる価値ある商品を提供する
企業であってほしい」

食生活の楽しみ
「バラエティに富んだ商品があり、新商品がどんど
ん生み出され、その中から選ぶ楽しさを感じたい」

「パンを選び、購入する際は、新商品がどこで手に
入るのかなど、フレッシュな情報が入手できるとよい」

幸せの実感
「お客さまからの相談をしっかりと受けとめ、環境
にきちんと配慮する企業姿勢を示し、信頼できる
パートナーであり続けることを期待したい」

信  頼

→ 省エネルギー・CO2削減の取り組み
　 　　　　　　　　　　　　　　　　… Ｐ47

→ 廃棄物の低減とリサイクル
　 　　　　　　　　　　　　　　　　… Ｐ48

→ 多様なニーズに対応した商品の提供
　 　　 　　　　　　　　　 … Ｐ40

→ 積極的な情報開示と
　 お客さまサポート
　 　　　　　… Ｐ37

お客さま相談室

→ 食育活動
　 　　　　　 … Ｐ39

パンメニュー教室

食パンラインナップのハーフパック

→ 安全な原材料の使用
　 　　　　　… Ｐ35

原材料受け入れ時のチェック

→ 品質保証体制の強化
 　　　　　　… Ｐ33

惣菜ドーナツの芯温測定
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今日より、少しでもよい明日のために。
社会や地球環境の未来へつづく、
Pascoの取り組み。

さまざまな人々や社会によって支えられているPascoの事業。

その分、抱える課題も多岐にわたります。

また、自然の恵みを享受しているPascoにとって、

地球環境の保全も重要な使命。

安全・安心な商品の提供はもちろん、

さらに広い視野で可能性を追求し、

より豊かな社会の実現と、環境保全への貢献をめざしていきます。

マネジメント

安全・品質への取り組み

お客さまとともに

地域社会とともに

従業員とともに

地球環境のために

グループ企業のCSRの取り組み

P 29

P 33

P 37

P 41

P 43

P 45

P 51
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コーポレート・ガバナンス
Pascoでは、企業の永続的発展と競争力強化、また社会から信頼される企業と

しての社会的責任を果たしていくために、コーポレート・ガバナンスの強化・充

実を経営上の最優先課題と位置づけています。実効性のある執行とその監督の

体制をつくり上げ、グループ経営全般にわたる企業価値の向上をめざします。

監査

会計監査

選任・解任

選
任
・
解
任

選任・解任

会計監査

選
任
・
解
任
・
監
督

監
督
・
指
揮

内
部
監
査

食
品
衛
生
監
査

報告

〈 業務執行 〉

監
査
部

食
品
衛
生
品
質
監
督
部

代表取締役社長

会計監査人

選任・解任・監督

15名（内、社外取締役なし） 4名（内、社外監査役2名）
監査役取締役

株主総会

経営戦略会議
経営執行会議
　　　　　等

取 締 役 会 監 査 役 会

本
社
各
部
門

事
業
本
部

業
務
本
部

総
務
本
部

開
発
本
部

［ガバナンス体制図］

取締役会
取締役会は、経営の最高意思決定機関として、法
令および定款に定める事項ならびにその他重要な
事項を決議し、また取締役の業務を監督しています。
取締役会の議長を務める代表取締役社長は、特定
の職務を担当しておりません。

監査役会
監査役会は、内部監査規定および監査計画に従い、
取締役会および業務運営組織に対して業務監査を、
関係会社に対して経営監査・業務監査を実施して
います。監査役を設置し、社外監査役2名を含め、
4名の監査役により監査を実施しています。

Pascoでは、従業員の声を受けて、
方針や取り組みに生かすため、
労使懇談会を置いています。

人
材
開
発
委
員
会

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

Ｔ
Ｐ
Ｍ
中
央
推
進
委
員
会

環
境
委
員
会

各
種
委
員
会
・
連
絡
会

監査部

伊藤 洋介

工場や営業所、グループ企業へ行き、法令や社内規定に基づいた適切な業務が行われているか、
また業務上発生するリスクの対策が取られているかを確認しています。多くの管理職の方々や実務
担当者の方々にお話を聞くことで、事業所や部所での考え方の違いなどを知ることができ、自分に
とって良い経験になっています。こうした経験に基づいて、従業員全員が高い遵法意識をもった、社
会に信頼される企業づくりに貢献していきたいと考えています。

社会に信頼される企業づくりに貢献したい
VOICE

 い  とう  ようすけ
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